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二
月
八
日
、
長
野
県
同
友
会
と
金
融

機
関
・
行
政
機
関
等
と
の
「
第
十
二
回

連
携
協
議
会(

意
見
・
情
報
交
換
会)

」

が
リ
ア
ル
会
場
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
会
員
経
営
者
と
県
内
の

各
金
融
機
関
や
長
野
財
務
事
務
所
等
々

か
ら
約
五
十
名
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
「
経
営
者
保
証
改
革
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
つ
い
て
」
と
し
て
金
融
庁
監
督

局
監
督
調
査
室
・
中
小
企
業
金
融
係
長

の
見
砂
将
之
氏
、
中
小
企
業
庁
事
業
環

境
部
金
融
課
・
課
長
補
佐
・
専
門
官
の

菊
地
原
宏
治
氏
、
そ
し
て
長
野
県
中
小

企
業
活
性
化
協
議
会
・
統
括
責
任
者
の

浅
野
弘
貴
氏
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
説
明
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、「
経
営
者
と

金
融
機
関
と
で
共
に
取
り
組
む
こ
と

は
」
を
テ
ー
マ
に
グ
ル
ー
プ
で
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、

「
今
回
の
内
容
を
知
り
、
企
業
側
と
し

て
新
た
な
展
開
が
で
き
る
」
な
ど
の
感

想
が
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

連
携
協
議
会

経
営
者
保
証
改
革

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
今
後

連
携
推
進
本
部
・
政
策
委
員
会

　

二
月
二
十
二
日
（
木
）、
上
田
市
勤

労
福
祉
セ
ン
タ
ー
及
び
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
て
、

上
田
支
部
二
月
例
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

㈱
牛
越
製
作
所
・
代
表
取
締
役
の
牛

越
弘
彰
氏
よ
り
、「
社
員
が
変
わ
る
経

営
指
針
の
実
践
」
を
テ
ー
マ
に
報
告
い

た
だ
き
ま
し
た
。
Ｉ
Т
バ
ブ
ル
崩
壊
と

い
う
過
酷
な
経
済
環
境
下
に
あ
り
、
当

時
事
業
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
る
状
況
の
中
、

牛
越
氏
は
経
営
理
念
や
方
針
を
ま
と
め

た
経
営
指
針
を
策
定
し
、
社
内
で
発
表

し
ま
し
た
。
結
果
、
目
標
を
持
っ
た
経

営
と
な
り
、
達
成
に
向
け
た
部
門
方
針

や
重
点
施
策
を
定
め
、
社
員
が
計
画
達

成
の
た
め
に
何
を
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
か
を
明
確
に
伝
え
る
こ
と
が
重

要
だ
と
報
告
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

決
め
た
こ
と
を
き
ち
ん
と
や
る
こ
と

を
徹
底
し
て
、
社
員
と
実
践
す
る
必
要

が
あ
る
こ
と
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

N
EX
T
 RESERV

A
T
IO
N

㈱

　

野
口
拓
馬

　

二
月
二
七
日
（
火
）、
二
月
例
会
が

開
催
さ
れ
、「
社
員
と
同
じ
方
向
を
見

て
歩
ん
で
い
く
た
め
に
」
と
題
し
て
、

プ
ロ
シ
ョ
ッ
プ
車
館
・
代
表
取
締
役
の

笠
原
誠
治
氏
に
報
告
を
頂
き
ま
し
た
。

　

今
社
内
で
は
、
一
緒
に
働
く
仲
間
が

ビ
ジ
ョ
ン
・
目
標
達
成
に
向
け
て
自
発

的
に
考
え
行
動
し
て
く
れ
る
姿
が
あ
る

そ
う
で
す
。
し
か
し
、
そ
こ
に
至
る
ま

で
に
は
、
初
め
て
社
内
で
経
営
指
針
を

発
表
し
た
時
に
感
じ
た
意
識
の
す
れ
違

い
な
ど
、
様
々
な
葛
藤
や
取
り
組
み
が

あ
り
ま
し
た
。
想
い
や
言
葉
の
伝
え
方

の
重
要
性
。「
一
人
一
委
員
会
」
を
通

じ
た
、
会
社
＝
自
分
ご
と
と
い
う
意
識

の
芽
生
え
。「
全
社
勉
強
会
」
に
よ
る
、

皆
で
会
社
を
考
え
る
為
の
土
台
づ
く
り

な
ど
、「
自
主
民
主
連
帯
」
等
を
感
じ

る
実
践
報
告
で
し
た
。
グ
ル
ー
プ
討
論

で
は
、
皆
さ
ん
が
普
段
か
ら
仲
間
を
想

い
、
真
剣
に
か
か
わ
っ
て
い
る
こ
と
が

伝
わ
る
話
が
あ
り
、
学
び
の
多
い
例
会

と
な
り
ま
し
た
。
㈱
丸
陽　

小
林
慶
三

　

二
月
二
十
日(

火)

、
須
坂
市
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
に
て
二
月
例
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
中
野
立
志
館
高
校
、
長

野
養
護
学
校
す
ざ
か
分
教
室
の
先
生
方

四
名
に
も
ご
参
加
い
た
だ
き
、
各
校
の

特
徴
、
進
路
指
導
の
様
子
、
就
職
状
況

を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
学

生
か
ら
企
業
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
や
価

値
観
は
常
に
変
化
し
て
お
り
、
少
子
化

の
続
く
地
域
で
の
新
卒
採
用
は
正
に
金

の
卵
と
言
え
ま
す
。
受
け
入
れ
る
企
業

側
の
就
労
環
境
・
教
育
体
制
の
変
化
も

必
要
と
再
認
識
す
る
機
会
に
も
な
り
ま

し
た
。

　

地
元
高
校
と
の
例
会
は
初
め
て
の
試

み
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
お
互
い
を
知

り
合
う
た
め
に
討
論
テ
ー
マ
を
設
け
ず

情
報
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
情
報
交

換
を
通
し
て
お
互
い
に
協
力
し
合
え
る

部
分
が
見
え
て
き
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ

ま
し
た
。
将
来
的
に
地
域
の
学
校
、
企

業
が
協
力
し
合
い
、
地
域
全
体
で
の
発

展
に
つ
な
が
る
一
歩
と
な
り
ま
し
た
。

社
員
と
同
じ
方
向
を
み
て

歩
ん
で
い
く
た
め
に

社社

学
校
・
企
業
間
連
携
を

こ
こ
か
ら
ス
タ
ー
ト　

学

ト

決
め
た
こ
と
を
当
た
り
前
に

き
ち
ん
と
や
り
続
け
る
大
切
さ

決決決

さ
切
ささ

し
な
の
支
部

北
信
濃
支
部

上
田
支
部
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二
月
二
十
一
日(

水)

諏
訪
市
文
化

セ
ン
タ
ー
に
て
諏
訪
支
部
例
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

報
告
者
の
茅
野
高
等
学
校
・
丸
山
先

生
よ
り
「
高
卒
就
職
の
リ
ア
ル
と
こ
れ

か
ら
の
高
卒
採
用
活
動
に
つ
い
て
」
を

テ
ー
マ
に
報
告
い
た
だ
き
ま
し
た
。
岡

谷
東
高
校
や
諏
訪
実
業
高
校
の
先
生
方

に
も
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

茅
野
高
等
学
校
は
普
通
科
で
は
珍
し

く
デ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
そ

の
成
果
と
課
題
に
つ
い
て
共
有
さ
れ
ま

し
た
。
生
徒
が
人
間
と
し
て
成
長
で
き

た
と
良
い
評
価
を
得
ら
れ
た
反
面
、
受

入
企
業
側
が
そ
の
趣
旨
を
理
解
で
き
ず

ミ
ス
マ
ッ
チ
が
あ
っ
た
と
い
う
課
題
も

残
り
ま
し
た
。
ま
た
、
諏
訪
地
域
で
の

生
徒
数
の
推
移
と
将
来
働
き
手
と
な
る

生
徒
数
に
つ
い
て
も
ま
と
め
ら
れ
、
今

後
の
働
き
手
不
足
の
問
題
に
改
め
て
警

鐘
が
鳴
ら
さ
れ
ま
し
た
。
地
域
が
一
丸

と
な
っ
て
生
徒
を
育
て
て
い
く
必
要
性

を
再
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

二
月
二
十
日
（
火
）
し
お
じ
り
木
曽

支
部
例
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

㈲
寿
昇
運
・
代
表
取
締
役
の
山
田
俊

氏
よ
り
「
経
営
者
の
覚
悟
と
は
⁉
〜
会

社
が
め
ざ
す
進
む
べ
き
道
へ
〜
」
を

テ
ー
マ
に
報
告
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

報
告
で
は
、
自
己
紹
介
〜
会
社
概
要

〜
入
社
後
の
決
意
と
そ
の
後
の
悩
み
〜

幹
部
社
員
へ
の
立
候
補
〜
先
代
か
ら
バ

ト
ン
を
受
け
た
際
の
心
境
〜
会
社
の
将

来
像
に
つ
い
て
お
話
頂
き
、「
仲
間
」

の
大
切
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
討
論
で
は
「
今
の
あ
な
た

と
理
想
の
社
長
像
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
何

で
す
か
？
そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
ど
う
埋
め

て
い
ま
す
か
？
」
を
テ
ー
マ
に
、
社
員

を
巻
き
込
み
全
社
一
丸
「
ワ
ン
チ
ー

ム
」
で
行
動
す
る
こ
と
が
大
切
、
な
ど

の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
「
仲
間
」
と
共
に
、
い

つ
も
の
例
会
と
は
違
っ
た
雰
囲
気
で
の

討
論
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

松
本
倉
庫
㈱　

大
池
隆
也

　

二
月
二
十
七
日
（
火
）、
松
本
市
駅

前
会
館
・
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
松
本
支
部
例
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
㈱
相
和
の
代
表
取
締
役
・

関
俊
樹
氏
（
県
青
年
部
長
・
上
田
支
部
）

か
ら
「
経
営
指
針
は
社
会
を
変
え
る
の

か
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
報
告
い
た
だ
き

ま
し
た
。
関
氏
か
ら
は
、〇
会
社
概
要
・

自
己
紹
介
、
〇
経
営
指
針
を
つ
く
る
会

と
承
継
、
〇
指
針
と
変
化
、
〇
経
営
指

針
の
き
っ
か
け
、
な
ど
報
告
い
た
だ
き

ま
し
た
。
不
離
一
体
シ
ー
ト
を
用
い
な

が
ら
、
自
社
と
同
友
会
で
の
歩
み
に
つ

い
て
時
系
列
で
報
告
い
た
だ
き
ま
し
た
。

経
営
指
針
を
つ
く
り
ナ
ン
バ
ー
２
か
ら

の
自
身
の
変
化
や
社
員
と
の
関
係
性
な

ど
赤
裸
々
に
報
告
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、「
あ
な
た
の
経
営
は
社
会

を
変
え
る
の
か
？
」
を
テ
ー
マ
に
活
発

な
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
松
本
支

部
単
独
例
会
は
今
期
最
後
で
し
た
が
、

大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
例
会
と
な
り
ま

し
た
。

支
え
て
く
れ
る
仲
間
が
い
た

支

た

絶
賛
実
践
中
！

地
域
の
未
来
は

地
域
で
育
て
る

地

る

し
お
じ
り
木
曽
支
部

松
本
支
部

諏
訪
支
部

　

今
回
は
、
飯
伊
支
部
の
㈱
矢
崎
製

作
所
・
矢
崎
孝
弘
社
長
に
報
告
頂
き
ま

し
た
。
矢
崎
氏
は
、「
経
営
指
針
を
つ

く
る
会
」
の
運
営
委
員
な
ど
活
躍
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
後
、「
つ
く
る
会
」
へ

の
参
加
者
を
募
る
た
め
に
も
、
テ
ー

マ
『「
経
営
指
針
を
つ
く
る
会
」
の
活

か
し
方
と
実
践
』
で
報
告
頂
き
ま
し
た
。

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
落
込
み
か
ら
、

二
〇
一
五
年
に
代
表
を
交
代
、
会
社
の

基
軸
を
再
認
識
す
る
た
め
に
「
つ
く
る

会
」
に
参
加
し
、
当
時
の
運
営
委
員
に

厳
し
い
？
気
づ
き
を
頂
き
な
が
ら
成
文

化
し
ま
し
た
。
意
気
込
ん
で
社
内
発
表

し
ま
し
た
が
社
員
の
反
応
は
今
ひ
と
つ
。

「
す
ぐ
に
効
果
は
出
な
い
が
、
行
動
は

続
け
る
し
か
な
い
」
と
決
意
し
、
事
あ

る
ご
と
に
理
念
と
の
関
連
付
け
を
し
て
、

社
内
共
有
を
続
け
ま
し
た
。
討
論
は
、

「
今
後
の
ワ
ク
ワ
ク
計
画
は
？
」
と
し

て
、
参
加
者
全
員
が
笑
顔
で
ビ
ジ
ョ
ン

や
計
画
を
共
有
し
あ
い
ま
し
た
。

赤
田
工
業
㈱　

赤
田
弥
寿
文

理
念
へ
の
共
感
の
輪
を

拡
げ
る

理

る

安
曇
野
支
部

　

二
月
二
十
六
日
（
月
）、
佐
久
平
交

流
セ
ン
タ
ー
に
て
佐
久
平
支
部
例
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

㈱
星
野
・
代
表
取
締
役
の
星
野
氏
よ

り
「
パ
ワ
フ
ル
に
未
来
を
創
造
！
」
を

テ
ー
マ
に
報
告
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

先
代
と
の
対
立
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
か
ら
一
社
依
存
に
危
機
感
を
感
じ
、

飛
び
込
み
営
業
を
行
っ
た
経
験
。
同
友

会
に
入
会
し
、
気
付
い
た
組
織
の
難
し

さ
、
伝
え
方
の
重
要
性
。
社
員
と
ど
う

深
く
関
わ
り
あ
っ
た
ら
よ
い
の
か
、
星

野
氏
の
こ
れ
ま
で
の
想
い
に
触
れ
ま
し

た
。
現
在
で
は
様
々
な
活
動
を
通
し
て

社
内
の
変
化
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
人
財
育
成
制
度
を
社
内
で

ス
タ
ー
ト
し
、
社
員
の
成
長
や
気
づ
き

を
促
し
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
も
充
実
さ
せ
よ

う
と
新
た
な
取
り
組
み
に
も
挑
戦
を
始

め
て
い
ま
す
。
討
論
で
は
「
二
〇
二
四

年
、
ど
ん
な
仲
間
と
ど
ん
な
風
に
仕
事

を
し
た
い
で
す
か
？
」
を
テ
ー
マ
に
意

見
交
換
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

課
題
の
数
だ
け
未
来
が
あ
る

課

る

佐
久
平
支
部
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二
月
二
十
七
日
「
人
が
辞
め
補
充
す

る
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
採
用
か
ら
、
経
営
計

画
に
沿
っ
た
採
用
活
動
を
行
う
た
め
に

今
何
を
す
れ
ば
良
い
の
か
」
を
テ
ー
マ

に
㈱
牛
越
製
作
所
の
牛
越
弘
彰
氏
に
報

告
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

経
営
危
機
を
乗
り
越
え
毎
年
採
用
計

画
を
立
て
実
行
す
る
中
で
試
行
錯
誤
し

な
が
ら
も
自
社
に
と
っ
て
良
い
と
思
う

外
部
の
採
用
支
援
を
積
極
的
に
取
り
入

れ
な
が
ら
も
多
く
の
経
験
を
積
ん
で
き

た
牛
越
氏
。

　

何
で
採
用
す
る
の
か
？
何
を
し
て
も

ら
う
の
か
？
ど
ん
な
人
に
来
て
も
ら
い

た
い
か
？
い
つ
ま
で
に
誰
が
何
を
す
る

か
？
考
え
て
い
ま
す
か
と
の
問
い
に
採

用
す
る
側
の
姿
勢
を
改
め
て
考
え
る
良

い
機
会
を
頂
き
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
討
論
で
は
、
参
加
者
の

方
々
が
自
社
の
採
用
へ
の
考
え
方
や
取

り
組
み
等
の
情
報
交
換
が
出
来
、
採
用

へ
の
ヒ
ン
ト
を
得
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

小
竹
建
設
㈲　

清
水
世
紀

採
用
す
る
た
め
に
取
り
組
ん
で

い
る
事
、
大
切
に
し
て
い
る
こ

と
は
何
で
す
か

採採い採

こ

飯
伊
支
部

中
信
三
支
部

　

二
月
七
日(

水)

、
松
本
市
駅
前
会

館
に
て
、
安
曇
野
支
部
・
松
本
支
部
・

し
お
じ
り
木
曽
支
部
の
「
二
〇
二
四
年

を
望
む
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
昨

年
度
に
続
い
て
二
回
目
の
開
催
と
な
り
、

支
部
を
越
え
て
交
流
・
情
報
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
各
自
興
味
の
あ
る
テ
ー
マ

別
の
グ
ル
ー
プ
（
経
営
労
働
・
求
人
・

共
育
・
広
報
組
織
）
に
分
か
れ
、
情
報

交
換
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
支
部

ご
と
に
分
か
れ
、
今
年
度
の
活
動
の
振

返
り
と
新
年
度
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま

し
た
。
会
場
を
移
し
て
懇
親
会
も
行
わ

れ
、
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　私は過去、古着店を経営していた経験から『衣料からエシカ
ルマインドを推進する』Re:collection NAGANO（リコレクショ
ンナガノ）という団体の実行委員長を務めさせて頂いていま
す。
　この団体は【良いものを長く使う】をテーマに10名程度の有
志達が集まり昨年発足しました。主な活動としては衣料を通
して以下3つのメッセージを発信しています。

①リメイク
　↳一つのものを長く、形を変えながら使っていくことの楽し
さを発信

②リユース
　↳良いものを個人でなく社会で共有していく大切さを発信
③ロングユース
　↳手入れをしながら長く大切に使う楽しさを発信

　これらテーマを取り入れ、昨年はホクト文化ホールで長野
市の古着店を中心に『ショップ10店舗、リメイククリエイター

５名』に協賛頂き、古着やリメイクを
モデルに着用させたファッションシ
ョーを開催し、嬉しい事に500名もの方にご来場頂きました！
　また、モデルには一般モデルも募集し幅広い層を巻き込ん
で、テーマである【良いものを長く使う】を多くの方に伝えら
れたと自負しています。
　一般的には「不用品は海外に寄付を」と認知されていますが、
必ずしもwinwinな関係ではなく、時にはニーズに合っていな
いケースもあります。『最終廃棄問題や受け入れ国の自立の
妨げ』など私たちが善意で行っている中に隠れた問題もあり
ます。
　そう言った意味でもSDGsの観点では地産地消（地元で回す）
ことが大事なのではと思います。
　環境問題は世界レベルですが、大事なのは個人レベルが出
来る範囲で“楽しみながら”体験し学び、活動を行うことが継続
に繋がります。
　同友会を通して経営を学びながら、こちらの活動も継続出
来るようお知恵を頂けますと幸いです。

『もったいない』文化の復活
㈱SAPMANAGEMENT　代表取締役

（しなの支部）

月岡　智紀

2024年を望む会
地元就職にむけ繋がろう

　2月 3日 ( 土 )、大学による地方創生人材教育プログラム構
築事業 (COC+R) の全国シンポジウムが信州大学長野キャンパ
ス・信州大学国際科学イノベーションセンターにおいて開催さ
れました。「境界」を越え、「学び」で繋がる」をメインテーマに、
大学教職員・大学生・高校・経営者 ( 会員 ) などが参加しまし
た。地域社会が活性し持続化するために活動している島根県海
士町の教育魅力化の事例や、地元就職にむけて学生によるパネ
ルディスカッション等々が行われました。交流会では大学生と
直接話し合える機会もありました。
　参加した会員経営者か
らは、「若者が地域で活躍
するために受入側の姿勢
とあり方が問われている」
「時代が大きく変化する中
で、大学や高校と一緒に
取り組むことを大切にし
たい」等々、感想が聞か
れました。
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平
ヒ ラ イ

井 桂
ケ イ コ

子
1983.11.12

Dolce Spice. 代表

〒380-0805　長野市柳町107コーポ大倉
　　　　　　　㈱きょうえい内
携帯：090-7089-6979
E-mail：kk19831112@gmail.com

2019.11◆デザイン・ノベルティ製作販売、地域
活性化事業●2024年

人と会うこと、食べること

長 野 支 部

新会員さんの御紹介

新シリー
ズ 事務局訪

問記 会員さん！お邪魔します♪

　実は、長野県同友会の中で市区町村別対
企業組織率が最も高い村です。
　人口が 4,850 人、企業数が 52 社（う
ち入会している企業が 9社）の 17.3％で
す。（中同協データより）

　何社かお話しできましたのでその中で特
に印象に残っていることを書いてみたいと
思います。

Q人口減少によって学校の児童数も少ない。
高齢化も進む中で、地域の存続や労働力
不足など心配…

Aだからこそ同友会で異業種の繋がりや交
流を通じネットワークをつくりたい！

Q この場所でずっと商売をしているが、
場所が大事ではなく選んでもらえるよう
な努力やサービスを継続して、業績も好
調

A支部の委員会、例会を参加して当時はわ
からなかったことも今はわかるように
なっている。

などなど
　やはり同友会はポジティブな方が多く、
地域の核となる企業が多い印象を改めて受
けました。

　　　　　（事務局　宮林）

訪問先   アルプス上伊那支部（上伊那郡中川村の会員企業）

今回はアルプス上伊那支部の中でも上伊那郡中川村の会員企業にお邪魔してきました。

　私が伊藤損保事務所に入社したの
は 2003 年で 21 年前になります。伊
藤損保事務所は 1976 年創業し今年で
48 年目を迎えます。2014 年に父か
ら代表を引き継ぎましたので、今年で
ちょうど 10 年となります。私が幼い
ころ父が保険代理店を始め、10年くら
いは両親だけで営んでいました。当時

は各家庭に自動車が増え続け、自動車保険を増やすこ
とで大きく成長していきました。幼いながらに近くで
両親を見てきましたが、お客様の心配を取り除くこ
と、安心してもらうことに大変気を遣っていたと思
います。当時はモラルも常識も現在とは大分違って
いた部分も多いと思います。とても悩んで苦しんでい
たところも、はしゃぐように喜んでいたところも同じ
くらい見てきました。業績が伸びて次第に社員も増え
てきました。回数は少なかったですが、夫婦喧嘩の原
因はほぼ仕事のことで、特に社員に関することが多かっ
たと思います。
　私は学校を卒業してから 8年間は違う会社で営業の
職についていました。一生懸命働きましたが、同じ営
業職でも父の仕事と大きく違うのは、「ありがとう」が

私
が
経
営
で
大
事
に
し
て
き
た
こ
と

㈱伊藤損保事務所
伊藤 太一
（諏訪支部）

企業変革支援プログラム 
Ver.2
従来のステップ1とステップ2を
統合し１つの体系になりました。

〈目次から〉
1. 企業変革支援プログラムとは何か
2. 企業変革支援プログラムの活用
3. 自己分析シート

〈仕様〉A4版　80ページ
〈頒布価格〉2,000 円＋税

グラム 

頂ける父とそれが無い自分でした。30歳から伊藤損保
事務所に入社して、間近で両親や社員たちを見ていると、
相手の立場に立って何をすべきか考えて行動していると
感じました。時には理不尽なお申し出もありますが、真
に向き合う姿は今までの自分の仕事には無かったと感
じました。
　私が代表になり 10年になりますが、特に経営に関し
て大事にしてきたことは「感謝」と「反省」です。社員
にはことあるごとに、「周囲に感謝し自分に反省」を言
い続けています。お客様には感謝の気持ちを持って、何
を望まれているか、何に喜んで頂けるかを第一としてい
ます。また、同じベクトルを持って働いてくれている社
員にはそれ以上の感謝の気持ちを持って、働きやすさと
働きがいを追求しています。近年は特に人手不足で社員
には無理をしてもらってますので、報酬だけでなく福利
厚生の面からも感謝の気持ちを表したいと思っています。
両親は初めて社員を雇ったときからずっと悩みを抱えて
いました。その中で工夫してきたことを受け継いでいる
ので、一からのスタートではない自分は幸せだと思いま
す。両親の築いた土台を大事にしながら、今の社員とと
もにもっと大きく成長していきたいと思っています。
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㈱　相和
関　俊樹

私のオススメ書籍
紹介します！

暴走族が社長になったら、
こうなった！

山村 潤一 著

　

私
が
好
き
な
経
営
者
の
書
籍
が
発
売
さ

れ
ま
し
た
の
で
お
す
す
め
し
ま
す
。

　

千
葉
県
の
地
元
愛
に
溢
れ
た
暴
走
族
出

身
の
社
長
、
著
者
の
山
村
潤
一
さ
ん
は
、

時
勢
に
対
応
し
な
が
ら
暴
走
族
で
培
っ
た

経
験
と
地
元
の
仲
間
の
つ
な
が
り
の
中
で

事
業
を
広
げ
て
い
き
ま
す
。

　

そ
し
て
同
友
会
を
活
か
し
自
身
の
哲
学

を
打
ち
立
て
、
現
在
は
二
五
〇
名
の
従
業

員
さ
ん
が
い
る
多
角
経
営
者
で
す
。

　

書
籍
か
ら
学
び
、
千
葉
県
に
行
っ
て

本
人
の
人
柄
に
触
れ
（
か
な
り
楽
し
い

方
で
す
ｗ
）、
シ
ス
テ
ム
経
営
を
学
び

ま
し
ょ
う
！

（上田支部）

暴
こ

本方ま

社長がいなくても会社が回る経営術の極意
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第 9回　理事会議事録

カ
レ
ン
ダ
ー

３月
16
土

17
日

18
月

共
育
委
員
会

18
時
30
分
〜

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ

19
火

中
同
協
幹
事
会

13
時
〜

し
な
の
支
部
例
会

18
時
20
分
〜
長
野
市
も
の
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー
・
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ

20
水

21
木

人
を
生
か
す
経
営
推
進
本
部

10
時
30
分
〜

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ

安
曇
野
支
部
幹
事
会

16
時
〜

松
本
市
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

第
２
回
地
域
学
習
会

17
時
30
分
〜

長
野
市
役
所
８
階
「
し
し
と
う
」

中
信
３
支
部
・
共
同
求
人
委
員
会
合
同
例
会

18
時
〜

松
本
市
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ

諏
訪
支
部
例
会

18
時
30
分
〜
㈱
マ
ブ
チ
・
エ
ス
ア
ン
ド
テ
ィ
ー
・
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ

22
金

青
年
部
合
同
卒
業
式

18
時
〜

モ
ン
タ
ー
ニ
ュ
松
本

23
土

24
日

25
月

上
田
支
部
例
会

18
時
30
分
〜
東
郷
堂
・
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ

26
火

県
共
同
求
人
委
員
会

18
時
30
分
〜

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ

佐
久
平
支
部
例
会

19
時
〜

佐
久
平
交
流
セ
ン
タ
ー
・
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ

27
水

青
年
部
会

19
時
〜

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ

28
木

29
金

30
土

31
日

４月
１

月

合
同
入
社
式

13
時
30
分
〜

シ
ャ
ト
レ
ー
ゼ
ホ
テ
ル
長
野

上
田
支
部
幹
事
会

18
時
30
分
〜

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ

２
火

長
野
支
部
幹
事
会

18
時
30
分
〜

３
水

４
木

５
金

総
務
会

14
時
30
分
〜

深
志
神
社　

梅
風
閣

理
事
会

15
時
〜

深
志
神
社　

梅
風
閣

全
支
部
合
同
役
員
研
修
・
交
流
会

16
時
〜

深
志
神
社　

梅
風
閣

６
土

７
日

８
月

9
火

10
水

11
木

し
お
じ
り
木
曽
支
部
版
経
営
指
針
を
つ
く
る
会
発
表
会
（
木
曽
塾
）
16
時
〜

大
喜
泉
・
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ

し
お
じ
り
木
曽
支
部
総
会

17
時
〜

大
喜
泉
・
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ

12
金

共
同
求
人
委
員
会
・
北
信
３
支
部
合
同
例
会
18
時
〜

長
野
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ

13
土

14
日

15
月

し
な
の
支
部
幹
事
会

19
時
〜

2 月の歩み

（
三
月
六
日
迄
に
決
定
分
）

【報告事項】
(1) 前回理事会以降の歩みについて　事務局より報告がありました
(2) 推進本部・各委員会・支部より
　・3/13 若手ステップアップ研修　
　・4/1 合同入社式
　・4/12 共同求人委員会、北信濃・長野・しなの支部　4 月合同例会　
　・3/21 中信 3 支部合同・共同求人委員会・合同例会
　・3/22 青年部合同卒業例会　
　・3/14 仲間づくり委員会
　　の開催について説明及び参加のお願い
　・障がい者問題委員会　小林委員長より

名称変更について、障がい者だけではなく児童養護施設とのかかわりも
あり、名称イメージとしても著しく抵抗がある名称となっている。
新しく、（共に生きるみらい委員会）としたいと意見がありました。

【承認・確認事項】
(1) 第 52 回定時総会に向けて
　①　総会日程 5 月 17 日 ( 金 )　 
　②　次年度の組織・役員体制について
　　　福島代表理事から退任の申し出
　③　活動報告 ( 案 )、活動方針 ( 案 ) について
　　共同求人委員会　田野口委員長から春原氏（㈱アルカディア）
　　北信濃支部　山岸支部長から中島氏（㈱新東産業）
　　長野支部　樋口支部長から松山氏（㈱松山工務店）
　　しなの支部　山﨑支部長から笠原氏（プロショップ車館㈱）
　　上田支部　鈴木支部長から田野口氏（㈲長野エーシーエス）
　　安曇野支部　北野支部長から平野氏（㈲本郷鶏肉）
　　飯伊支部　宮下支部長から橋場氏（㈱協和精工）
　　来年度の理事候補　
　④早川事務局長より
　　県理事候補として、次年度より、しおじり木曽支部の手塚氏が、中同協

青年部連絡会代表となるため、理事会入りの提案があり承認
(2) 4/5 県理事・支部幹事研修交流会について
　同友会活動の前進のために（案）
　座長　原代表理事
　　　　〇参加状況確認と呼びかけを
(3) 入退会の承認と月次の確認・報告があり承認

【その他】 
◆全国行事について
　2024 3/7-8　第 54 回中小企業問題全国研究集会 in 三重 ( 目標 15 名 )
　2024 6/13-14　女性経営者全国交流会 in 大阪
　2024 7/4-5　中同協総会 in 宮城 ( 目標 15 名 )
　2024 9/19-20　青年経営者全国交流会 in 宮崎
◆第８次中期ビジョン策定に向けて
　5 月の総会にて発表
　飯伊支部宮下支部長から今後の理事会運営にて問題定義。
　今後の運営方法の検討が必要。

・原代表理事から、中同協の広浜会長が NHK の日曜討論に出演に対して
賃上げについて労務費を価格転換することがまだ進んでない。
労務費の適切な転嫁のための価格交渉に関する指針が公正取引委員会に
出ているので参考にしてほしい。　　　　　　　　　

【地域経済分析システム RESAS について】 　　
〇経済産業省　地域経済産業グループ　田中幸仁氏
　（中同協経営労働委員会アドバイザー）より　

RESAS システムとは、官民のビックデータを地図やグラフにて簡単に表示
することが出来るシステム。
他県同友会での使用方法や導入例などを踏まえながら活用方法を聞ました。
その後、RESAS についてグループ討論を行った。
質疑応答では、RESAS は有料なのか？という質問があがり、実際に使用さ
れてる、鈴木支部長からの使用実例の話があった。
元データは、総務省の 153 万ファイルから経産省が厳選（ヒット数）して
RESAS に載せているとの事でした。

※第 10 回理事会　3 月 11 日 ( 月 )　15：00 ～ 17：00　会場：Zoom

2024 年 2月 15 日（木）15 時～ 17 時　会場 : Zoom
〈会内行事〉

1 飯伊支部幹事会 19時～ ㈱キャスティネット

2 中信3支部女性部四つ葉の会 18時30分～ 旬彩　月の静香

3 信州大学COC+R特別シンポジウム 13時～ 信州大学国際科学イノベーションセンター

5 上田支部幹事会 18時30分～ Zoom

6 SASTec 懇談会 17時～ 事務局交流スペース・Zoom

6 佐久平支部幹事会 19時～ Zoom

6 諏訪支部幹事会 19時～ Zoom

7 中信3支部2024年を望む会 17時30分～ 松本市駅前会館

7 アルプス上伊那支部幹事会 18時30分～ Zoom

8 第 12回連携協議会 15時～ 長野市ものづくり支援センター・Zoom

13 松本支部経営労働委員会「ネクストステージ指針会」10時～ ニッキトライシステム㈱

13 しおじり木曽支部版経営指針をつくる会（木曽塾）15時～ ㈱真陽建設・㈲テヅカ精機・Zoom

13 しおじり木曽支部幹事会 17時30分～ ㈱真陽建設・㈲テヅカ精機・Zoom

13 長野支部幹事会 18時30分～ 長野アークス・Zoom

13 北信濃支部幹事会 18時30分～ 須坂市生涯学習センター・Zoom

14 安曇野支部例会 18時30分～ 豊科公民館・Zoom

15 総務会 14時～ Zoom

15 理事会 15時～ Zoom

15 障がい者問題委員会 18時30分～ 事務局交流スペース・Zoom

16 関東甲信越事務局交流会 11時～ 東京同友会事務局

16 しなの支部「ざっくりぱらっと経営課題を語る会」18時30分～ 丸十

20 北信濃支部例会 18時30分～ 須坂市生涯学習センター・Zoom

20 しおじり木曽支部例会 18時30分～ えんぱーく・Zoom

20 しなの支部幹事会 19時～ Zoom

20 青年部会 19時～ Zoom

21 諏訪支部例会 18時30分～ 諏訪市文化センター・Zoom
22 上田支部例会 18時30分～ 上田市勤労者福祉センター・Zoom

23 青年部合宿　企業見学＆決算書勉強会 13時～ ㈱オーイケ・信州健康ランド食事処あずさ

26 佐久平支部例会・新会員オリエンテーション 19時～ 佐久平交流センター・Zoom

27 松本支部例会 18時30分～ 松本市駅前会館・Zoom

27 しなの支部例会 18時20分～ 長野市ものづくり支援センターUFO・Zoom

27 飯伊支部例会 18時30分～ ㈱キャスティネット

28 県共育委員会 18時30分～ Zoom

29 県経営労働委員会 18時30分～ Zoom

29 県共同求人委員会 18時30分～ Zoom


